
能動的な学習�

III 型�
Research-tutored�
研究内容に関する討論�

IV型�
Research-based�
研究活動や�
　探究的学習への参加�

I型�
Research-led�
最新の研究内容の学習�

II型�
Research-oriented�
研究方法や技術の習得�

研究内容を重視� 研究の過程や�
　　課題を重視�

受動的な学習�
出所：Healey and Jenkins(2009), p.7
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研
究
大
学
に
お
け
る
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カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
る
一
つ
の
枠
組
み
�

　
　
　
　
　 

へ
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
裏
面
の
Ｅ
メ
ー
ル�

ア
ド
レ
ス
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

名大新任教員ハンドブック英語版を制作�

Nagoya University New Faculty Handbook

※ウェブサイト（http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp)よりPDFデータをダウンロードできます。�

名古屋大学教員メンタープログラム�
英文パンフレット�

　
学
士
課
程
の
学
生
に
と
っ
て
研
究

と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
大
学

に
は
教
育
と
研
究
と
い
う
２
つ
の
大

き
な
使
命
が
あ
る
。
研
究
は
教
員
や

一
部
の
大
学
院
生
の
み
が
目
指
す
べ

き
目
的
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
学
士
課
程
の
学
生
も
共
有
す
べ
き

目
的
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
学
士
課
程

の
学
生
も
共
有
す
べ
き
目
的
で
あ
る

な
ら
ば
、
い
か
に
し
て
大
学
の
研
究

活
動
を
学
士
課
程
教
育
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
は
、
研
究
大
学
を
標
榜
す
る

名
古
屋
大
学
に
と
っ
て
重
要
な
問
い

で
あ
ろ
う
。�

　
近
年
、
欧
米
の
大
学
で
は
学
士
課

程
教
育
に
お
け
る
学
生
の
研
究
体
験

（U
n
d
e
rg
ra
d
u
a
te
 
R
e
s
e
a
rc
h

）

を
促
進
す
る
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

左
上
の
図
は
、
学
生
の
研
究
体
験
の

多
様
な
形
態
を
２
つ
の
軸
で
整
理
し

た
枠
組
み
で
あ
る
。
左
右
の
軸
は
、

研
究
内
容
を
重
視
す
る
か
、
そ
れ
と

も
研
究
の
過
程
や
課
題
を
重
視
す
る

か
で
あ
る
。
上
下
の
軸
は
、
学
生
に

と
っ
て
能
動
的
な
活
動
な
の
か
、
そ

れ
と
も
受
動
的
な
活
動
な
の
か
で
あ

る
。
学
生
主
導
と
教
員
主
導
と
言
い

換
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
２
つ
の
軸
に
よ
っ
て
４
つ
の
象

限
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
I
型
、
II
型
、

III
型
、
IV
型
の
形
態
に
分
類
さ
れ
る
。�

　
I
型
は
、
研
究
内
容
を
重
視
し
、

教
員
主
導
で
行
わ
れ
る
形
態
で
あ
る
。

専
門
分
野
に
お
け
る
最
新
の
研
究
内

容
を
扱
っ
た
授
業
が
こ
の
形
態
に
あ

て
は
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
授
業
で
は
、

教
員
に
よ
っ
て
学
習
内
容
が
選
定
さ

れ
、
伝
統
的
な
知
識
伝
達
モ
デ
ル
に

よ
る
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。�

　
II
型
は
、
研
究
の
過
程
や
課
題
を

重
視
し
、
教
員
主
導
で
行
わ
れ
る
形

態
で
あ
る
。
こ
の
形
態
で
は
、
専
門

分
野
で
知
識
が
ど
の
よ
う
に
創
造
さ

れ
る
の
か
と
い
う
過
程
や
研
究
上
の

課
題
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

る
。
研
究
方
法
や
技
術
、
さ
ら
に
は

研
究
へ
の
姿
勢
の
習
得
を
目
指
し
た

授
業
が
こ
の
形
態
に
あ
て
は
ま
る
。�

　
III
型
は
、
研
究
内
容
を
重
視
し
、

学
生
の
参
加
度
が
高
い
形
態
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な
大
学
の
チ
ュ

ー
ト
リ
ア
ル
が
念
頭
に
置
か
れ
て
お

り
、
研
究
内
容
に
関
す
る
討
論
を
通

じ
た
学
習
が
あ
て
は
ま
る
。�

　
IV
型
は
、
研
究
プ
ロ
セ
ス
や
課
題

を
重
視
し
、
学
生
の
参
加
度
が
高
い

形
態
で
あ
る
。
学
生
の
課
題
探
究
型

学
習
を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
領
域
で

あ
る
。
学
生
は
実
際
の
研
究
者
の
よ

う
に
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
教
員
と
学
生
は
教
え
る
者
と

教
え
ら
れ
る
者
と
い
う
関
係
と
い
う

よ
り
、
む
し
ろ
共
に
探
究
す
る
関
係

に
な
る
。�

　
こ
の
４
つ
の
分
類
は
、
概
念
上
の

枠
組
み
で
あ
っ
て
実
際
の
教
育
活
動

は
一
つ
の
授
業
や
一
回
の
授
業
の
中

で
も
複
数
の
形
態
が
混
在
さ
れ
う
る
。

ま
た
、
専
門
分
野
間
の
違
い
も
大
き

く
、
医
学
、
工
学
、
社
会
福
祉
な
ど

の
職
業
人
養
成
に
力
点
が
お
か
れ
た

分
野
で
は
課
題
探
究
型
学
習
が
多
く

取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
士
課
程
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
う
観
点
か
ら
、
低

年
次
の
段
階
で
は
教
員
主
導
、
高
年

次
で
は
よ
り
学
生
主
導
の
方
向
に
重

点
を
移
す
と
い
っ
た
段
階
的
に
学
生

の
研
究
体
験
を
配
置
す
る
大
学
も
あ

る
。�

　
こ
の
学
生
の
研
究
体
験
の
枠
組
み

は
、
学
生
に
研
究
を
体
験
さ
せ
る
に

は
多
様
な
方
法
が
あ
る
こ
と
を
示
す

の
み
で
な
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授

業
に
つ
い
て
議
論
す
る
際
の
枠
組
み

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
所
属
部
局
の
教
育
の
現
状

を
分
析
す
る
際
に
ど
の
形
態
の
研
究

体
験
が
不
足
し
て
い
る
の
か
を
総
合

的
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
だ
ろ

う
。�

　
近
年
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
単
に
教
授
法
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

最
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
と
い
え
る

研
究
と
い
う
観
点
か
ら
、
名
古
屋
大

学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
を
捉
え

直
す
契
機
に
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
　
　
　
　
　
　
　（
中
井
俊
樹
）�

　このたび高等教育研究センターでは、新任教員ハンドブックの英語版『Nagoya 

University New Faculty Handbook』を制作し、学内の外国人教員全員に配布しまし

た。本ハンドブックでは名古屋大学で教鞭をとる上で必要な各種の服務規程、教務上の

ルール、災害時の対応方法、各種手続きや相談窓口などについて

まとめました。また、経験のある教員が新任教員と交流し、相談

にのる仕組み「名古屋大学教員メンタープログラム」を外国人教

員向けにも始めました。パンフレットの英語版も作成しました。�

　9月11日にはグローバル30プログラムで新規採用された外

国人教員向けオリエンテーションを実施し、同プログラム学生の

入学・学修状況の報告や先輩教員からのアドバイスを行いました。

高等教育研究センターでは、今後も外国人教員に対する支援を充

実させていく予定です。　　　　　　　　　　　　　　（近田政博）�

G30新任教員オリエンテーションの様子�
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名古屋大学高等教育研究センター�

読んでおきたい�
この1冊�
Great Books on University

『偶然の科学』�
ダンカン・ワッツ (Duncan J. Watts)著　青木創=訳�
（英文タイトル：Everything is Obvious - Once You Know the Answer -）�
2,200円　早川書房　2012年1月�

  

　著者はコーネル大学で物理学博士号を取得した後、
スモールワールド現象（わずか6，7人の知人を介す
れば、世界中の人間が繋がるという説）をネットワー
ク理論の見地から解明した論文（1998年、ネイチ
ャー誌で発表）の著者の一人として一躍有名になった
人物である。現在はコロンビア大学社会学部に所属し、
ネットワーク科学、特に、社会的ネットワークの構造
や集団形成のダイナミクスの分野で活躍中である。�

　本書は、最初に、我々がいろいろな事柄を理解、判
断、決定する際に用いる「常識」が如何に信憑性の薄
いものであるか、理にかなっていないかを、興味深い
実例（臓器提供、モナリザの絵など）を用いて論証す
る。さらに、個人のミクロな選択から実社会のマクロ
な現象がどのように形成されるかを、ダイナミクスや
確率の枠組みを取り入れながら論じている点は、理工
学を専門にする方々にも興味深いのではないだろうか。

社会科学の実験観測で、膨大なデータを収集し処理す
るのに、メールやフェイスブックなどのインターネッ
ト技術が有効であることに驚きを感じたが、デジタル
デバイドのこちら側にいる者としては“Et tu, Brute?”
の感である。�
　物理学の研究は一般性に富む少数の法則を明らかに
してきた。社会学の研究にそのようなことを望むこと
は無理難題。そう考えながらも著者は「中範囲」にで
も適用できる理論構築を願っている。「社会科学は未
だに自分たちのケプラーを見いだしていないが、イン
ターネットという自分たちの望遠鏡を手に入れた」と
いう著者の言葉から、社会科学における新しい展開へ
の期待が膨らんだ。社会科学を専門とする方のみなら
ず、人間の集団形成や集団行動に興味のある方にも気
楽に読める一冊である。　　　　　　　　（早川義一）�

経験学習論�
Theory of Experimental Learning
　学習スタイルに関する理論の一つで、コルブ（D. Kolb）により提唱された

理論が有名である。彼は学習を以下のように定義している。「学習とは経験の

変換によって知識が形成される過程である」。個人の得た経験の中から学習の

要素をとりだし、それをなんらかの知識へと展開することといえよう。�

　コルブによれば、経験学習には、主に以下のような特徴が含まれる。①学習

は過程であり結果ではない、②学習は経験に基づき間断なく行われる過程であ

る、③学習は社会に適応する過程で、相反するモードを融合することにより行

われる。�

　社会人が獲得する知識の約 7割は経験に基づく、としばしば指摘される。

その背景には、社会人固有の事情がある。彼らは、職場や家庭でまとまった教

育を受けることは時間的・経済的に難しい。一時的に職場を離れて行う研修で

あるOff-JTは多くの企業で行われているが、実際にそれを受講できる人は限

られている。その機会の得られない人は、自己啓発による学習か、諸教育機関

の提供する学習を自費で利用することになる。それが難しい場合には、身近な

資源を用いた学習スタイルを追求せざるを得ない。一方、社会人は職務遂行の

過程で、日々多様な経験をしており、職務外では得にくい経験や事前に想定で

きない経験も多い。そのような場合でも、対応策を考え状況を打開することが

求められる。しかも限られた時間内で、という条件付きである。�

　そのような経験の中から学ぶことは少なくない。むしろ、Off-JT で学ぶこ

と以上に多くの学習要素が含まれることもしばしばである。現実の対応を求め

られる分、そこでの学習には、真剣さと切実さが要求されるからである。�

　ただし、経験に内包される学習要素を知識として創造するためには、その要

素を純化・高度化させることが必要である。そのためには、それなりの努力と

ステップが不可避である。その一つは省察（Reflective Observation）であ

り、自分が行った経験を多様な観点から批判的に考察することである。次に「概

念化（Abstract Conceptualization）」であり、考察から得られた素朴な知

見を、多くの場面でも活用できるようにより普遍的な内容に高めることである。

さらに「試行（Active Experimentation）」であり、得た知識を新たに発生

する状況の中で多様な角度から試してみることである。この試行を繰り返しつ

つ、内容を吟味し深化させることが、より普遍的で高度な内容の知識を生み出

すことにつながる。�

　経験学習論は成人の学習スタイルとして論じられることが多いが、一般学生

の学習にも当てはまる部分は少なくないと考えられる。　　　　　（夏目達也）�

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集�

　
昨
今
の
中
国
の
高
等
教
育
の
主
な

特
徴
と
し
て
量
的
成
長
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
2
0
1
0
年
、
中
国
に
は

2
3
5
8
校
の
高
等
教
育
機
関
が
あ�

り
、
大
学
新
入
生
数
は
6
6
2
万
人

で
、
大
学
生
数
が
世
界
最
大
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
２０
年
ほ
ど
の
間
に

学
生
数
が
５
倍
以
上
も
拡
大
す
る
と

い
う
急
激
な
変
化
の
た
め
、
教
育
の

質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
中
国
政
府
と
各
大
学
に
と
っ
て
、

高
等
教
育
の
質
の
保
証
と
向
上
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。
政
府
は
ま
ず
学
士

課
程
教
育
の
質
保
証
に
力
を
入
れ
始

め
ま
し
た
。
学
士
課
程
教
育
は
大
学

の
基
礎
で
あ
り
、
大
学
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
は
学
士
課
程
教
育
を
強
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
そ

の
強
化
の
た
め
に
は
、
個
々
の
教
員

が
学
士
課
程
教
育
に
尽
力
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

中
国
の
大
学
教
員
は
他
国
の
大
学
教

員
と
同
じ
く
研
究
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
教
育
よ
り
研
究
を
重
視
す
る

傾
向
も
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
政

府
や
大
学
は
次
の
よ
う
な
措
置
を
と

っ
て
い
ま
す
。�

　
第
一
は
、
学
士
課
程
教
育
の
評
価

を
強
化
し
た
こ
と
で
す
。
2
0
0
3

年
か
ら
の
４
年
間
に
わ
た
り
、
国
務

院
教
育
部
は
す
べ
て
の
大
学
に
対
し

て
学
士
課
程
教
育
の
評
価
を
実
施
し
、

優
秀
、
良
好
、
合
格
、
不
合
格
の
４

区
分
で
評
定
を
行
い
ま
し
た
。
大
多

数
の
大
学
は
合
格
以
上
の
評
定
と
な

り
ま
し
た
が
、
同
時
に
多
く
の
問
題

も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。�

　
第
二
は
、
教
員
個
人
の
評
価
シ
ス

テ
ム
に
学
士
課
程
教
育
に
つ
い
て
の

項
目
を
入
れ
た
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
結
果
や
学
士

課
程
教
育
に
つ
い
て
の
論
文
業
績
が

教
員
の
昇
進
を
左
右
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。�

　
第
三
は
、
政
府
が
学
士
課
程
教
育

の
質
保
証
に
多
く
の
経
費
を
投
入
し

た
こ
と
で
す
。
2
0
0
7
年
に
教
育

部
は
「
学
士
課
程
教
育
の
質
保
証
と

教
学
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に

2
0
1
2
年
初
め
、
教
育
部
は
「
高

等
教
育
の
全
面
的
な
質
向
上
に
関
す

る
意
見
」
を
発
表
し
、
学
士
課
程
教

育
の
質
保
証
の
た
め
に
年
間
８
億
元�

（
日
本
円
で
約
1
0
0
億
）
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
経
費
を
投
入
し
ま
し
た
。�

　
現
在
、
教
育
の
質
保
証
は
中
国
の

高
等
教
育
改
革
に
お
い
て
中
核
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
大
学
の
外
部
か
ら
の

評
価
と
内
部
の
管
理
を
組
み
合
わ
せ

た
高
等
教
育
の
質
保
証
シ
ス
テ
ム
が

成
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

中
国
の
大
学
に
お
け
る
教
育
の
質
保
証�

客
員
教
授
／
南
京
師
範
大
学
　
胡 

建
華�


